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８
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

中小型材料株個別狙い

　

前
週
の
東
京
市
場
は
大
幅
に
続
落
し
ま
し

た
。
日
経
平
均
は
前
週
末
比
９
９
０
円
安
で
す
。

パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー

ル
会
合
の
講
演
で
大
幅
利
上
げ
を
続
け
る
タ

カ
派
姿
勢
を
強
調
し
た
こ
と
で
米
国
株
が
急

落
、
日
経
平
均
は
週
初
に
７
０
０
円
を
超
え
る

下
げ
と
な
り

ま
し
た
。
週
央
に
か
け
て

は
自
律
反
発

に
転
じ
る
場
面
も
あ
る
な

ど
底
堅
く
推

移
し
ま
し
た
が
、
米
国
株

の
下
げ
が
止

ま
ら
ず
、
持
ち
堪
え
る
こ

と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
米
利
上
げ

へ
の
楽
観
的

な
見
方
が
覆
り
、
一
転
し

て
調
整
色
を

強
め
て
い
ま
す
。

　

米
８
月
雇
用
統

計
は
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
示
唆
す
る
内

容
で
し
た
が
、
米
国
株
は

大
幅
下
落
。
今
週

は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
会
合

や
Ｅ
Ｃ
Ｂ
理
事
会

が
予
定
さ
れ
て
い
る
う
え
、

週
末
に
は
メ
ジ
ャ

ー
Ｓ
Ｑ
を
控
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
２
０
０
日
線
が
下
値

支
持
機
能
を
果
た
す
か
確
認
し

な
が
ら
、
値
の
軽
い
中
小
型

材
料
株
を
個
別
に
狙
う
一

方
、
大
型
株
の
戻
り
は
シ
ョ

ー
ト
で
対
処
。 　

花
咲 

翁

増配と自己株取得枠設定を好感

サンウドＳ高で新値サンウッドの日足チャート

　

週
明
け

２
２
日
、

サ
ン
ウ
ッ

ド
（
８
９

０
３
）
が

ス
ト
ッ
プ

高
、
年
初

来
高
値
を

更
新
し
た
。

２
３
年
３

月
期
の
期

末
一
括
配

当
の
修
正

を
発
表
、

２
５
円
か

ら
３
０
円
（
前
期
２
５

円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

同
時
に
上
限
１
０
万
株

（
発
行
済
株
式
総
数
に

対
す
る
割
合
２
・
１
％
）

の
自
己
株
式
取
得
枠
の

設
定
を
発
表
、
取
得
期

間
は
８
月
２
２
日
～
１

２
月
２
９
日
。

 

あ
い
Ｈ
Ｄ
増
収
益
連
続
増
配

　

あ
い 

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
３
０
７
６
）

が
大
幅
続
伸
、
年
初
来

高
値
を
更
新
し
た
。
２

３
年
６
月
期
連
結
業
績

は
、
売
上
高
４
８
０
億

円
（
前
期
比
２
・
０
％

増
）
、
営
業
利
益
１
０

３
億
円
（
同
４
・
６
％

増
）
と
前
期
に
続
い
て

増
収
増
益
を
見
込
み
、

年
間
配
当
を
７
５
円

（
前
期
６
０
円
）
へ
連

続
増
配
を
計
画
し
た
。

新
製
品
投
入
に
よ
り
監

視
カ
メ
ラ
な
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
機
器
が
好
調

で
、
収
益
拡
大
に
伴
い
、

株
主
還
元
を
充
実
す
る
。

富
士
石
保
有
比
率
低
下

 

　

富
士
石
油
（
５
０
１

７
）
は
急
反
落
。
大
量

保
有
報
告
書
で
シ
テ
ィ

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
イ
レ
ブ

ン
ス
の
保
有
比
率
が
前

回
提
出
時
の
１
０
・
１

１
％
か
ら
１
２
日
現
在

で
４
・
９
１
％
に
ま
で

低
下
し
た
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
で
、
一
段
の

手
じ
ま
い
売
り
に
よ
る

株
価
下
落
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
売
り
に
押
さ
れ

た
。
需
給
と
再
編
へ
の

思
惑
な
ど
で
か
ら
株
価

は
上
昇
が
続
き
、
１
２

日
に
年
初
来
高
値
４
０

９
円
を
つ
け
て
い
た
。

ノ
ム
ラ
シ
ス
運
用
支
援
受
注

　

２
３
日
、
ノ
ム
ラ
シ
ス

テ
ム
（
３
９
４
０
）が
急

伸
、
年
初
来
高
値
を
更
新

し
た
。
、
次
世
代
戦
略
事

業
部
が
「
通
信
キ
ャ
リ
ア

を
中
心
に
売
上
高
１
２

兆
円
に
迫
る
日
本
最
大

の
企
業
グ
ル
ー
プ
」
に
お

け
る
地
域
通
信
事
業
を

担
う
グ
ル
ー
プ
会
社
か

ら
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
運
用
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注

し
た
と
発
表
し
た
こ
と

が
好
感
さ
れ
た
。

旅
行
関
連
水
際
対
策
緩
和

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
（
９
２
０
１
）

や
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ

ス
（
９
６
０
３
）
、
エ
ア
ト

リ
（
６
１
９
１
）な
ど
旅

行
関
連
が
高
い
。
政
府
は

入
国
・
帰
国
時
に
求
め

て
い
る
海
外
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
検
査
に
つ
い
て
、

条
件
付
き
で
不
要
と
す

る
検
討
に
入
っ
た
と
伝

わ
っ
た
。
日
本
の
水
際
対

策
は
主
要
７
カ
国
で
最

も
厳
し
く
、
海
外
出
張
や

旅
行
が
し
に
く
く
、
訪
日

客
受
け
入
れ
の
障
害
に

な
っ
て
お
り
、
旅
客
需
要

回
復
が
期
待
さ
れ
た
。

日
野
自
エ
ン
ジ
ン
不
正
拡
大

　

日
野
自
動
車
（
７
２

０
５
）
が
大
幅
続
落
、

連
日
で
年
初
来
安
値
を

更
新
し
た
。
エ
ン
ジ
ン

認
証
不
正
問
題
に
つ
い

て
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で

も
不
正
が
あ
っ
た
と
発

表
。
国
内
で
販
売
す
る

ト
ラ
ッ
ク
の
大
半
が
出

荷
で
き
な
く
な
り
、
業

績
へ
の
打
撃
を
懸
念
し

た
売
り
が
膨
ら
ん
だ
。

グ
ロ
バ
ル
社
は
Ｓ
Ｂ
Ｉ
親
会
社
に

 
 

　

２
４
日
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
グ

ロ
ー
バ
ル
社
（
３
２
７

１
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
８
４
７
３
）
が

持
分
法
適
用
会
社
の
ア

ス
コ
ッ
ト
（
３
２
６
４
）

が
保
有
す
る
同
社
株
式

全
株
を
取
得
す
る
と
発

表
し
た
。
異
動
日
は
９

月
２
１
日
で
、
買
収
価

額
は
約
３
０
億
８
０
０

０
万
円
。
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｄ

が
親
会
社
に
な
る
こ
と

に
よ
り
、
不
動
産
関
連

金
融
商
品
事
業
で
相
乗

効
果
が
期
待
さ
れ
た
。
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原
発
関
連
買
い
広
が
る

次
世
代
原
発
開
発
・
建
設
検
討

東電ＨＤの日足チャート

 
 

 

　

２
４
日
、
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
９
５
０
１
）
が
急
伸

し
た
ほ
か
、
三
菱
重
工

業
（
７
０
１
１
）
や
日

立
製
作
所
（
６
５
０
１
）
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
（
７
０
１
３
）
、

日
本
製
鋼
所
（
５
６
３

１
）
な
ど
原
発
関
連
銘

柄
に
買
い
が
広
が
っ
た
。

岸
田
首
相
は
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
行

会
議
で
次
世
代
型
原
子

力
発
電
所
の
開
発
・
建

設
を
検
討
す
る
よ
う
指

示
す
る
と
伝
わ
っ
た
。

原
発
新
増
設
や
リ
プ
レ

ー
ス
は
想
定
し
な
い
従

来
の
方
針
を
転
換
、
電

力
の
安
定
供
給
を
目
指

す
。
来
夏
以
降
に
最
大

１
７
基
の
原
発
を
再
稼

働
、
最
長
６
０
年
の
原

発
運
転
期
間
延
長
に
向

け
た
ル
ー
ル
見
直
し
も

検
討
す
る
と
し
て
お
り
、

原
発
政
策
推
進
明
確
化

が
期
待
さ
れ
た
。

鈴与シン契約８万台
　

鈴
与
シ
ン
ワ
ー

ト
（
９
３
６
０
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。

運
転
前
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
＆
検

温
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
「
あ
さ
レ
ポ
」

の
契
約
デ
バ
イ
ス
数
が

８
万
台
を
突
破
し
た
と

発
表
、
さ
ら
に
、
１
０

万
台
へ
の
増
産
を
開
始

し
た
ほ
か
、
あ
付
帯
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
と
し

て
お
り
、
収
益
貢
献
が

期
待
さ
れ
た
。

岡野バに短期資金向う
　

２
５
日
、
岡

野
バ
ル
ブ
製
造

（
６
４
９
２
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。

岸
田
文
雄
首
相

が
次
世
代
型
の

原
子
力
発
電
所

の
開
発
・
建
設

を
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
た
と

伝
わ
っ
た
こ
と

を
受
け
、
原
発

関
連
株
が
見
直

さ
れ
る
な
か
、

原
子
力
・
火
力

発
電
所
向
け
高
温
・
高

圧
用
バ
ル
ブ
が
主
力
の

同
社
に
は
値
動
き
の
良

さ
か
ら
短
期
資
金
が
向

か
っ
た
。

神
戸
物
11
％
増
収
も
想
定
内

　　

神
戸
物
産
（
３
０
３

８
）
が
続
落
。
７
月
度

の
個
別
売
上
高
は
前
年

同
月
比
１
１
・
４
％
増
、

業
務
ス
ー
パ
ー
の
直
轄

エ
リ
ア
全
店
へ
の
商
品

出
荷
実
績
は
同
８
・
８

％
増
、
全
国
全
店
へ
の

商
品
出
荷
実
績
は
同
１

０
・
０
％
増
と
な
っ
た

が
想
定
内
と
し
て
売
ら

れ
た
。
引
き
続
き
利
便

性
の
高
い
冷
凍
野
菜
が

好
調
に
推
移
。
ア
イ
ス

や
飲
料
な
ど
の
夏
物
商

材
も
好
調
と
い
う
。

https://marketpress.jp/
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８
月
第
５
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 ブルベアトレード

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は続落となり
ました。週足は窓を空けて下放れ、
５２週線を割り込んでしまいました。
週足一目均衡表では辛うじて転換線
で止まっていますが、日足一目均衡
表では転換線と基準線がデッドクロ
スを示現しており、遅行スパンも
日々線を割り込みだしたことから暗
雲が立ち込めてきました。海外投資
家が売り越しに転じてきており、当
面は戻り売りと考えねばならないようで
す。
　日経平均が軟調になれば個別株も追随
する銘柄が増加します。指数採用銘柄は
避けて小型材料銘柄狙い主体の組み立て
が必要と思われます。或いは崩れた銘柄
のリバウンドを待ってショートポジショ
ンを組むことも一考の余地ありでしょう。
小型材料株では継続疑義となっています
がｅｎｉｓｈ（３６６７）を、リバウン

ド待ちのショート目線でバンダ
イナムコ（７８３２）に注目し
ています。

日電波は上昇率トップ
三菱ＵＦＪＭＳ目標株価引き上げ

日本電波の日足チャート

　

２
５
日
、

日
本
電
波

工
業
（
６

７
７
９
）

が
急
伸
、

東
証
プ
ラ

イ
ム
市
場

上
昇
率
ト

ッ
プ
に
立

っ
た
。
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

モ
ル
ガ

ン
・
ス
タ

ン
レ
ー
証

券
が
レ
ー

テ
ィ
ン
グ

「
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｗ
ｅ
ｉ
ｇ

ｈ
ｔ
」
を
継
続
、
目
標

株
価
を
２
２
０
０
円
か

ら
２
４
０
０
円
に
引
き

上
げ
た
こ
と
が
好
感
さ

れ
た
。
車
載
向
け
需
要

拡
大
と
フ
ォ
ト
リ
ソ
製

品
比
率
増
加
に
伴
う
業

績
改
善
を
指
摘
、
事
業

構
造
改
革
の
期
間
が
終

了
し
、
今
後
は
成
長
戦

略
に
視
点
が
移
る
と
判

断
し
て
い
る
。

タ
カ
シ
ョ
ー
２
Q
32
％
減
益

 
 

 
 

　

週
末
２
６
日
、
タ
カ

シ
ョ
ー
（
７
５
９
０
）

が
急
反
落
、
東
証
全
市

場
で
値
下
が
り
率
ト
ッ

プ
に
な
っ
た
。
２
３
年

１
月
期
第
２
四
半
期
の

連
結
決
算
は
営
業
利
益

は
７
億
８
６
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
３
２
・

４
％
減
）
で
着
地
、
第

１
四
半
期
の
９
・
７
％

増
益
か
ら
急
減
速
し
て

お
り
、
季
節
要
因
は
あ

る
も
の
の
、
通
期
計
画

の
１
５
億
６
８
０
０
万

円
（
前
期
比
６
・
４
％

増
）
も
未
達
成
が
懸
念

さ
れ
た
。
運
賃
高
騰
に

よ
り
海
外
売
上
げ
が
大

幅
に
減
少
、
広
告
宣
伝

費
や
販
売
促
進
費
の
増

加
も
収
益
を
圧
迫
し
た
。

イ
ワ
キ
中
国
２
社
連
結
化

　

イ
ワ
キ
（
６
２
３
７
）

が
大
幅
高
で
年
初
来
高

値
を
更
新
し
た
。
Ｉ
Ｐ

Ｈ
社
と
Ｉ
Ｐ
Ｓ
社
の
中

国
持
分
法
適
用
関
連
会

社
２
社
の
株
式
を
追
加

取
得
し
て
連
結
子
会
社

化
す
る
と
発
表
し
た
こ

と
を
受
け
、
グ
ル
ー
プ

収
益
へ
の
貢
献
を
期
待

さ
れ
た
。
取
得
予
定
日

は
９
月
３
０
日
で
価
額

は
計
約
２
５
億
円
。
業

績
へ
の
影
響
は
精
査
中
。

ジャフコＧ持株比率低下
　

ジ
ャ
フ
コ 

グ

ル
ー
プ
（
８
５
９

５
）
が
大
幅
に
続

落
し
た
。
大
量
保

有
報
告
書
で
シ
テ

ィ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

イ
レ
ブ
ン
ズ
の
保

有
比
率
が
１
１
・
８
７

％
か
ら
１
０
・
７
５
％

に
低
下
し
た
こ
と
が
判

明
し
、
手
じ
ま
い
売
り

に
よ
る
株
価
下
落
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
売
り
が

膨
ら
ん
だ
。
一
時
は
５

１
％
の
株
式
取
得
を
示

唆
さ
れ
た
と
し
て
、
同

社
で
は
対
抗
策
の
導
入

も
決
め
て
い
た
。

好
業
績
見
直
す

ク
ロ
ス
キ
ャ
ッ
ト

　

週
明
け
２
９
日
、
ク

ロ
ス
キ
ャ
ッ
ト
（
２
３

０
７
）
が
急
伸
、
プ
ラ

イ
ム
市
場
上
昇
率
ト
ッ

プ
に
立
っ
た
。
２
３
年

３
月
期
１
Ｑ
の
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

３
・
１
倍
の
３
億
８
０

０
０
万
円
と
大
幅
な
増

益
を
達
成
し
て
お
り
、

好
調
な
業
績
か
ら
見
直

し
買
い
が
入
っ
た
。
シ

ス
テ
ム
開
発
は
Ｄ
Ｘ
化

が
追
い
風
で
、
オ
ー
プ

ン
シ
ス
テ
ム
を
接
続
す

る
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
効
率
的
な

開
発
環
境
を
提
供
す
る

オ
ー
プ
ン
レ
ガ
シ
ー
ジ

ャ
パ
ン
と
の
協
業
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｇ
ド
ロ
ー
ン
出
展

　

２
９
日
、
Ｆ
Ｉ
Ｇ
（
４

３
９
２
）
が
急
伸
、
年

初
来
高
値
を
更
新
し
た
。

９
月
１
５
日
か
ら
開
催

さ
れ
る
「
ロ
ボ
テ
ス
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
２ 

ド
ロ

ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
実
演

展
示
会
」
で
は
グ
ル
ー

プ
会
社
の
ｃ
ｉ
Ｒ
ｏ
ｂ

ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
が
、
ド
ロ

ー
ン
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
を

出
展
す
る
こ
と
が
関
心

を
集
め
て
い
る
。
展
示

会
で
は
大
型
ド
ロ
ー
ン

性
能
評
価
装
置
の
ド
ロ

ー
ン
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
に

つ
い
て
実
演
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
に
お
い
て
ド
ロ

ー
ン
の
性
能
評
価
試
験

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
。
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企業観察

ローターが全社収益牽引

値上げ進み原料一環の優位性も

ハリマ化成Ｇ（４４１０）

　

ハ
リ
マ
化
成
グ
ル
ー
プ
（
４
４
１
０
）

の
２
３
年
３
月
期
第
１
四
半
期
の
連
結

決
算
は
、
売
上
高
２
２
１
億
８
４
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
２
７
・
１
％
増
）
、

営
業
利
益
１
３
億
４
０
０
０
万
円
（
同

６
７
・
２
％
増
）
と
計
画
を
大
き
く
上

回
っ
て
着
地
、
第
２
四
半
期
累
計
と
通

期
計
画
を
上
方
修
正
し
た
。
欧
米
で
粘

接
着
剤
用
樹
脂
の
需
要
が
拡
大
、
自
然

由
来
の
松
や
に
を
原
料
と
す
る
同
社
製

品
に
は
「
石
油
代
替
で
も
ニ
ー
ズ
が
強

ま
っ
て
い
る
」（
会
社
側
）
と
し
て
お
り
、

原
材
料
価
格
上
昇
に
対
応
し
た
販
売
価

格
の
引
き
上
げ
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　

粘
接
着
剤
用
樹
脂
は
通
販
市
場
拡
大

に
伴
い
宛
名
用
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
向
け
需

要
が
世
界
規
模
で
拡
大
、
路
面
標
示
塗

料
用
樹
脂
も
北
米
を
中
心
に
堅
調
に
推

移
し
て
お
り
、
物
流
混
乱
に
よ
る
オ
セ

ア
ニ
ア
地
域
の
販
売
減
少
や
印
刷
イ
ン

キ
用
樹
脂
の
低
迷
を
カ
バ
ー
し
て
、
ロ

ー
タ
ー
の
第
１
四
半
期
は
売
上
高
９
６

億
１
１
０
０
万
円
（
同
４
７
・
４
％
増
）
、

営
業
利
益
９
億
２
９
０
０
万
円
（
同
７

９
・
５
％
増
）
で
着
地
し
た
。
ロ
ー
タ

ー
は
欧
州
で
グ
ル
ー
プ
の
サ
ン
パ
イ
ン

か
ら
粗
ト
ー
ル
油
を
調
達
、
原
料
一
貫

に
よ
る
競
争
力
で
も
優
位
に
立
つ
。

　

足
も
と
ロ
ー
タ
ー
は
好
調
が
続
き
、

全
社
収
益
を
牽
引
し
て
い
る
状
況
に
変

わ
り
は
な
く
、
通
期
の
上
方
修
正
値
は

保
守
的
に
見
積
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

半
導
体
関
連
下
げ
目
立
つ

Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数
下
落
率
６
％
に
迫
る

レーザーテックの日足チャート

　

２
９
日
、
レ
ー
ザ
ー

テ
ッ
ク
（
６
９
２
０
）
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
、
ア
ド
バ

ン
テ
ス
ト
（
６
８
５
７
）

な
ど
半
導
体
関
連
の
下

げ
が
目
立
っ
た
。
ジ
ャ

ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
会
合
で

の
講
演
で
パ
ウ
エ
ル
Ｆ

Ｒ
Ｂ
議
長
が
タ
カ
派
姿

勢
を
強
調
し
た
こ
と
を

受
け
、
金
融
引
き
締
め

長
期
化
観
測
が
強
ま
り
、

米
国
株
が
急
落
、
特
に

は
ハ
イ
テ
ク
・
グ
ロ
ー

ス
株
の
下
げ
が
き
つ
く
、

半
導
体
関
連
銘
柄
で
構

成
さ
れ
る
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数

の
下
落
率
は
６
％
に
迫

り
、
国
内
関
連
株
に
も

売
り
が
波
及
し
た
。

NEC２.５％の自社株買い
　
２
９
日
、
日

本
電
気
（
６
７

０
１
）が
急
反

発
。
同
社
は
２

自
己
株
式
取
得

枠
の
設
定
を
発

表
し
た
。
上
限

６
７
０
万
株

（
発
行
済
株
式

総
数
に
対
す
る

割
合
２
・
４
６

％
）
ま
た
は
３

０
０
億
円
で
取

得
期
間
は
８
月

３
０
日
か
ら
２

３
年
３
月
３
１
日
。
成
長

領
域
へ
の
積
極
的
な
投

資
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
長
期
安
定
的
な
配
当

と
企
業
価
値
の
向
上
を

通
じ
て
株
主
へ
利
益
を

還
元
す
る
た
め
。

 

 

不
二
電
機
は
上
方
修
正

　

不
二
電
機
工
業
（
６

６
５
４
）
が
反
発
。
２

３
年
１
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
営
業
利

益
で
２
億
３
２
０
０
万

円
か
ら
２
億
９
１
０
０

万
円
（
前
期
比
２
７
．

１
％
増
）
へ
上
方
修
正

し
た
。
経
費
の
節
減
・

見
直
し
が
寄
与
し
た
。

元
気
寿
司
営
業
益
2,5
倍

　

元
気
寿
司
（
９
８
２

８
）
が
反
発
。
２
３
年

３
月
期
の
第
１
四
半
期

決
算
は
、
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
期
比
２

４
・
５
倍
の
５
億
３
８

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
解
除
さ
れ
、
季
節
・

催
事
に
合
わ
せ
た
期
間

限
定
商
品
の
積
極
的
な

投
入
と
販
促
・
訴
求
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｊ
イ
ン
サ
イ
ダ
関
与
否
定

　

３
１
日
、
ア
イ
・
ア

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
６
０
３

５
）
が
大
幅
高
。
前
代

表
取
締
役
副
社
長
・
Ｃ

Ｏ
Ｏ
の
栗
尾
拓
滋
氏
が

在
職
中
に
イ
ン
サ
イ
ダ

ー
取
引
に
関
与
し
た
と

の
疑
義
に
つ
い
て
調
査

委
員
会
よ
り
調
査
報
告

書
を
受
け
取
り
、
会
社

組
織
と
し
て
の
関
与
が

否
定
さ
れ
た
こ
と
で
買

戻
し
が
優
勢
に
な
っ
た
。

Ｆ
＆
Ｌ
Ｃ
マ
グ
ロ
偽
装
疑
惑

　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

＆ 

Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
（
３
５
６
３
）
が
大

幅
続
落
。
ス
シ
ロ
ー
で

マ
グ
ロ
の
偽
装
疑
惑
が

発
覚
し
た
と
伝
わ
っ
た
。

メ
バ
チ
マ
グ
ロ
の
み
を

使
っ
て
い
る
と
し
て
い

た
鉄
火
巻
き
に
一
部
キ

ハ
ダ
マ
グ
ロ
が
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
模
様
。

電
池
関
連
が
大
幅
高

 
 

 
 

　

１
日
、
田
中
化
学
研

究
所
（
４
０
８
０
）
、

日
本
電
解
（
５
７
５
９
）

の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
関
連
が
大
幅
高
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
（
７
２
０

３
）
が
需
要
が
拡
大
す

る
バ
ッ
テ
リ
ー
Ｅ
Ｖ
供

給
に
向
け
、
日
米
で
最

大
７
３
０
０
億
円
を
投

資
、
２
４
～
２
６
年
の

車
載
用
電
池
生
産
開
始

を
め
ざ
す
と
発
表
し
た
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

物
色
は
内
需
が
中
心

重工やＥＶ関連続いて注目

　

先
週
の
東
京
市
場
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
高
官

の
相
次
ぐ
タ
カ
派
発
言
を
受
け
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
と
と
も
に
調
整
色

の
強
い
展
開
に
な
り
ま
し
た
。

日
経
平
均
は
８
月
２
日
の
安
値

２
万
７
５
３
０
円
ま
で
急
接
近

し
た
の
で
す
が
、
か
ろ
う
じ
て

割
り
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
安
値
を
割
り
込
む
と
日
経
平

均
は
上
げ
ト
レ
ン
ド
が
弱
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
動
き
を
注

意
深
く
見
守
り
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

８
月
の
製
造
業
景
気
指
数

（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
が

７
月
比
ほ
ぼ
横

ば
い
に
な
っ
て

金
利
上
昇
緩
和

の
可
能
性
が
期

待
で
き
る
こ
と

や
８
月
雇
用
統

計
の
堅
調
な
内

容
へ
の
期
待
か

ら
、
１
日
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
は

６
日
ぶ
り
に
反
発
し

て
い
ま
す
。

日
米
金
利

差
の
拡
大

で
円
相
場

は
１
４
０

円
台
に
乗
せ
て
お

り
、
本
来
な
ら
大

き
く
下
落
し
た
ハ

イ
テ
ク
な
ど
が
買

戻
し
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
米
金
利

動
向
が
不
安
定
で
あ
り
、
戻
し
て
も

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
物
色
は
内
需

系
が
中
心
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

個
別
で
は
防
衛
と
原
発
の
再
稼

働
・
新
設
の
絡
み
で
三
菱
重
工
業

（
７
０
１
１
）
を
先
月
か
ら
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。
当
面
は
調
整
局

面
が
続
く
と
み
ら
れ
ま
す
の
で
、

戻
し
て
も
５
３
０
０
円
台
が
限
界

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
調
整
で
突

っ
込
み
場
面
で
は
拾
う
姿
勢
を
続

け
る
こ
と
で
す
。

　

Ｅ
Ｖ
関
連
で
は
三
菱
自
動
車

（
７
２
１
１
）
や
戸
田
工
業
（
４

１
０
０
）
の
堅
調
さ
が
み
ら
れ
、

調
整
中
の
東
光
高
岳
（
６
６
１
７
）

も
５
０
日
線
接
近
か
ら
の
出
直
り

を
見
て
い
ま

す
の
で
も
要

注
目
。

　

全
体
の
低

迷
の
な
か
、

医
薬
品
の
見

直
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、

ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
（
４
５
０
３
）
、

第
一
三
共
（
４

５
６
８
）
な
ど

の
動
き
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

菱洋エレク急反発
今期大幅上方修正で増配

菱洋エレクの日足チャート 　
１
日
、

菱
洋
エ
レ

ク
ト
ロ

（
８
０
６

８
）
が
急

反
発
。
２

３
年
１
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
連

結
売
上
高

で
１
０
０

０
億
円
１

１
３
０
億

円
（
前
期
比
０
・
８
％

増
）
、
営
業
利
益
で
２

３
億
円
か
ら
３
６
億
円

（
同
５
９
・
４
％
増
）

へ
大
幅
上
方
修
正
、
期

末
配
当
を
５
０
円
か
ら

６
０
円
（
前
年
同
期
６

０
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

大
幅
に
伸
び
た
上
期
や

足
元
の
動
向
、
為
替
の

影
響
な
ど
を
踏
ま
え
た
。

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
赤
字
拡
大

 

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
４

８
１
３
）
が
急
落
。
２

３
年
１
月
期
第
２
四
半

期
累
計
の
連
結
決
算
は
、

営
業
損
益
２
０
億
１
６

０
０
万
円
の
赤
字
（
前

年
同
期
は
１
８
億
１
８

０
０
万
円
の
赤
字
）
と

赤
字
が
拡
大
し
た
。
米

国
に
拠
点
を
置
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
円
換

算
営
業
損
失
が
拡
大
。

ダ
イ
オ
ー
ズ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
で
急
伸

 
 

 
 

　

週
末
２
日
、
ダ
イ
オ

ー
ズ
（
４
６
５
３
）
が

急
伸
、
年
初
来
高
値
を

更
新
し
た
。
投
資
フ
ァ

ン
ド
の
イ
ン
テ
グ
ラ
ル

が
持
ち
分
の
１
０
０
％

を
保
有
す
る
ボ
イ
ジ
ャ

ー
が
一
株
１
５
０
０
円

で
Ｔ
Ｏ
Ｂ
す
る
と
発
表

し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｂ
成
立
後

は
上
場
廃
止
と
な
る
。

石
油
関
連
総
じ
て
安
い

 
 

 
 

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
（
１
６

０
５
）
や
出
光
興
産

（
５
０
１
９
）
を
は
じ

め
石
油
関
連
株
が
総
じ

て
安
い
。
Ｎ
Ｙ
原
油
先

物
Ｗ
Ｔ
Ｉ
１
０
月
限
が

２
・
９
４
ド
ル
安
の
１

バ
レ
ル
＝
８
６
・
６
１

ド
ル
ま
で
売
ら
れ
た
。

ド
ル
高
が
進
行
に
伴
い

ド
ル
建
て
取
引
の
原
油

相
場
に
割
高
感
が
意
識

さ
れ
る
な
か
、
中
国
四

川
省
成
都
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
に
よ
る
中
国
景
気
減

速
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

減
退
が
警
戒
さ
れ
た
。

Ｆ
Ｐ
Ｇ
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
Ｆ

 
 

 
 

 

　

Ｆ
Ｐ
Ｇ
（
７
１
４

８
）
が
最
高
値
更
新
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行

に
貢
献
す
る
「
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
」
の
一
環
と
し
て
、

新
た
に
コ
ン
テ
ナ
船
１

５
隻
、
総
額
約
２
０
５

０
億
円 

を
対
象
と
し

た
大
型
案
件
を
受
注
し

た
と
発
表
し
た
。
コ
ン

テ
ナ
船
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
切
り

替
え
て
運
転
可
能
な
デ

ュ
ア
ル
フ
ュ
ー
エ
ル
エ

ン
ジ
ン
な
ど
を
搭
載
。
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※チャートは日足

厳選

活躍期待活躍期待銘柄

全個体電池で業容変貌期待

受注高水準で今期上振れも

日立造船（７００４）

原発の品質管理で最高評価

高田工業所（１９６６）

ＰＥＲ６倍でＰＢＲ０．６倍台

 

　

高
田
工
業
所
（
１
９
６
６
）
が

原
発
関
連
株
物
色
の
流
れ
に
乗
り
、

上
値
志
向
を
鮮
明
に
し
て
き
た
。

　

鉄
鋼
、
化
学
な
ど
産
業
設
備
を

手
掛
け
る
プ
ラ
ン
ト
建
設
会
社
で
、

原
発
設
備
で
は
ス
テ
ン
レ
ス
ラ
イ

ニ
ン
グ
や
大
型
貯
槽
、
配
管
な
ど

の
建
設
を
手
掛
け
、
な
か
で
も
使

用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
ス
テ
ン
レ

ス
の
プ
ー
ル
は
設
計
か
ら
現
地
工

事
ま
で
を
一
貫
し
て
実
施
、
原
子

力
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
品
質
管
理
で

最
高
評
価
を
得
て
い
る
。
足
も
と

の
業
績
も
好
調
で
、
脱
炭
素
関
連

設
備
な
ど
環
境
対
応
投
資
や
定
修
、

老
朽
化
設
備
の
更
新
需
要
も

取
り
込
み
、
２
３
年
３
月
期

１
Ｑ
は
連
結
営
業
利
益
８
億

２
９
０
０
万
円
（
同
４
・
７
倍
）

で
着
地
し
た
。
通

期
計
画
の
２
０
億

３
０
０
０
万
円
（
前

期
比
６
９
・
２
％

増
）
に
対
す
る
進

捗
率
は
４
１
％
に

達
し
、
上
振
れ
が

期
待
で
き
る
状
況
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｒ
６
倍
、
Ｐ

Ｂ
Ｒ
０
・
６
倍
台

の
低
水
準
で
、
２

０
年
１
月
高
値
１

４
５
７
円
奪
回
か

ら
一
段
高
へ
。（
さ
）

　
日
立
造
船
（
７
０
０
４
）
の
株

価
は
８
０
０
円
台
前
半
の
も
み
合

い
を
経
て
上
値
追
い
の
状
況
に
な

っ
て
き
た
。
全
個
体
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
な
ど
時
流
に
乗
る
材
料

を
バ
ッ
ク
に
６
月
８
日
の
高
値
９

３
０
円
奪
回
を
期
待
し
て
２
５
日

線
を
下
値
目
途
に
押
し
目
買
い
で

対
処
し
た
い
。

　

今
２
３
年
３
月
期
は
前
期
計
上

し
た
ド
バ
イ
案
件
は
く
落
の
影
響

が
あ
る
も
の
の
、
受
注
は
高
水
準

で
、
通
期
連
結
営
業
利
益
２
０
０

億
円
（
前
期
比
２
８
・
７
％
増
）

は
上
振
れ
期
待
が
高
ま
る
。
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
と
は
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
の
「
き

ぼ
う
」
日
本
実
験
棟
に
設
置

し
た
全
固
体
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
実
証
実

験
を
実
施
し
、
世

界
で
初
め
て
宇
宙

で
充
放
電
で
き
た

こ
と
を
確
認
。
月

面
に
設
置
す
る
観

測
機
器
や
、
小
型

の
ロ
ー
バ
、
更
に

大
容
量
化
を
実
現

し
た
後
に
は
、
本

格
的
な
大
型
の
ロ

ー
バ
な
ど
の
宇
宙

機
で
の
使
用
が
期

待
さ
れ
る
。
（
と
）
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落
新日本電工（５５６３） ジャムコ（７４０８）

メガチップス（６８７５） 川崎汽船（９１０７）

　８月１０日に２６４３円安値示現後に一
旦は戻る動きを見せたが、戻りは鈍く再度
安値更新懸念。この水準から底抜ければ２
０年９月安値の２０９８円までフシはない。
今期純利益大幅減益予想もネガティブ。

　日足は１２００～１３５０円の高値保ち
合いが煮詰まる。１３週線鋭角的に上昇し、
週足は上値かい離による過熱感を解消。リ
オープン関連株見直しの流れに乗り、上値
のフシ１５００円抜けから一段高へ。

　自動車向け電池材料で人気化し８月１０
日の３２８円を底に上昇、６月７日高値３
９３円目前に利益確定売りに押される。２
５日線近辺までの調整を経て反転となれば
１８年１月高値５２８円も視野に入ろう。

　６月の上場来高値１万１９０円に対して
８月に戻り高値１万４２０円をつけ、日足
陰転のあとは５日線に上値を抑えられ下値
模索続く。海運市況悪化の一方信用買い残
の整理が進まず、週足陰転回避へ正念場。
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株街往来
星野三太郎の

～衰退する決算発表～
 

　
３
月
期
企

業
の
第
１
四
半
期
決
算
発
表

が
一
巡
し
た
か
と
思
い
き
や

２
月
期
企
業
の
第
２
四
半
期

末
で
あ
る
８
月
が
通
過
し
、

数
週
間
後
か
ら
は
そ
れ
ら
の

決
算
発
表
が
始
ま
る
か
ら
、

月
日
が
立
つ
の
が
早
い
と
感

じ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が

過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
る

も
、
先
の
第
１
四
半
期
決
算

発
表
で
は
対
面
で
の
発
表
に

戻
す
企
業
は
増
え
た
。
た
だ
、
大
阪
で
は
決
算
発
表
に
出

席
す
る
マ
ス
コ
ミ
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
格
段
に
減
少

し
て
、
今
回
の
第
１
四
半
期
で
は
筆
者
だ
け
の
出
席
と
な

り
、
決
算
説
明
を
行
う
社
長
と
１
対
１
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
既
に
大
阪
支
社
を
廃
止
し
て
東
京
だ
け
と
い
う

マ
ス
コ
ミ
も
あ
る
し
、
興
味
が
わ
か
な
い
企
業
に
は
出
席

し
な
い
な
ど
理
由
は
様
々
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
少
な
す

ぎ
る
と
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

株
主
総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
と
い
う
時
代
に
対
面
で
の

会
見
の
存
在
意
義
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
直
接

会
見
し
て
こ
そ
経
営
者
の
表
情
を
見
て
と
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
連
絡
が
あ
れ
ば
極
力
出
席
す
る
方
針
だ

が
、
１
社
だ
け
で
孤
軍

奮
闘
し
て
も
ど
う
に
も

な
ら
な
い
と
感
じ
る
虚

し
さ
も
あ
る
。
抜
本
的

解
決
策
が
な
い
中
で
発

表
事
態
が
無
く
な
ら
な

い
の
を
願
う
ば
か
り
だ
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

麒麟特製 クリア酎ハイボール

キ
リ
ン
Ｈ
Dすっきり焼酎仕立てでお酒のなおいしさ

麒麟特製 酎ハイボール

 

　キリンホール
ディングス（２
５０３）グルー
プのキリンビー
ルは、「麒麟特
製」ブランドか
ら、すっきり焼
酎仕立てで、お

酒の本格的なおいしさを楽しめる「麒麟特製 
レモン酎ハイボール」・「麒麟特製 クリア酎
ハイボール」（各３５０ｍｌ缶・５００ｍｌ缶）
を９月６日から全国発売する。
　ウオッカをベースに、焼酎にレモンを漬け
込む「レモン漬け込み焼酎」で仕立てたこと
で、お酒のクセ感を低減し、すっきりと飲み
やすいおいしさを実現。まろやかなお酒の味
わいが、繊細な料理の味を邪魔しないことか
ら和食との相性は抜群。パッケージについて
は「麒麟特製」ブランド初のシルバーのブラ
ンドロゴを採用することで、上質さと「すっ
きり飲みやすい」印象を表現している。アル
コール度数は７％で価格はオープン。

ナ
ノ
イ
ー
Ｘ
槽
カ
ビ
菌
除
菌

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ナノイーＸ槽カビ菌除菌
ななめドラム洗濯乾燥機発売

　パナソニック（６
７５２）は、「シワ
とり・消臭」コー
スを搭載し、「ナノ
イーＸ槽カビ菌除
菌」（ＮＡ－ＬＸ１
２９ＢＬ／Ｒのみ）
やアプリ機能を拡
充したななめドラ
ム洗濯乾燥機ＮＡ
－ＬＸ１２９ＢＬ
他４機種を１０月
上旬に発売する。

　一度着た衣類のシワやニオイを手軽にケア
ができるように、「シワとり・消臭」コース
を搭載。温水ヒーターで発生させたスチーム
を、洗濯槽とファンを回転させて衣類全体に
当てることで、シワやニオイを取ることがで
きる。さらに、「スマホで洗濯」アプリの機
能を拡充。それぞれのアイテムの洗い方に最
適なコースをアプリ専用コースとして新たに
搭載した。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

９月は最も売られやすい
外国人投機筋売り越しに転じる

景
気
よ
り
イ
ン
フ
レ
抑
制
優
先

リケンテクノスの日足チャート

　８月のサ
マーラリー
を演じた背
景に外国人
投機筋によ
る先物買い
がある。投

機筋は７月第３週（１９日～２２日）から８月
第３週（１５～１９日）まで５週連続で株価指
数先物を大幅に買い越し、買越額の累計は１兆
９６００億円にもなる。買いの主体は相場水準
が上がったため機械的に相場に順張りするＣＴ
Ａ（商品投資顧問）だったとされる。
　７月以降、バークレイズとソジェンはそれぞ
れ約１万枚の日経平均先物を買い増ししていた。
金額に引き直すと、それぞれ約２８００億円の
買いに相当し、両社を通じたＣＴＡなどの買い
が日本株を押し上げてきた。しかし、欧州証券
２社は、日経平均先物の日々の売買注文が「売
り越し」に転じた。それと歩調を合わせるよう
に、日経平均も天井を打った。
　外国人投機筋は８月第４週（２２日～２６日）
の先物を６週ぶりに２５５８億円売り越しに転
じた。２６日のジャクソンホール会議でパウエ
ル議長は、インフレを抑えるため「ＦＲＢの政
策手段を力強く使う」と述べた。利上げは「家
計や企業に痛みをもたらす」とも指摘し、景気
よりもインフレ抑制を優先することを示唆した。
　物価の安定には「引き締め的な政策をしばら

く続け
る必要
があ
る」と
も指摘。
インフ
レ抑制
につい
て「や
り遂げ
るまで
やり続

けなければ
ならない」
と述べた。
この発言で
投機筋は更
に先物を売
っているだ
ろう。
　また、過
去２年、パ
ウエル議長
はジャクソ
ンホール会
議の講演で
間違えた発
言をしてい
る。２０年
は金融緩和
を長く続け
るために「平均物価目標」へと指針を
移行すると表明したが、その後の高イ
ンフレで無実化した。２１年は長期の
期待インフレ率の安定など５つの理由
を挙げ、インフレは一時的と説明した
が、結果的に間違っていたとの見方が
圧倒的に多い。
　２２年は挽回せんとばかりに、タカ
派の見解を強調した。２３年夏には「昨
年のタカ派姿勢は間違っていた」と指
摘されるほど、景気悪化と物価鈍化が
進んでいる可能性がある。その結論が
出るまでの間、株式を中心に金融市場
は不安定な動きとなるだろう。外国人
投機筋が先物を売り越している間は株
式市場の調整は続く。特に９月は年間
を通して最も株式市場が売られやすい
月でもあるため警戒が必要だ。
　潮流銘柄はリケンテクノス（４２２
０）、インフロニア・ホールディング
ス（５０７６）、人・夢・技術グルー
プ（９２４８）
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

ドル円の日足チャート

戻
り
売
り
に
徹
し
ろ
！

危
険
な
円
安

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
９
９
０
円
安
と
２
週
連
続
週
足

陰
線
と
な
っ
た
。
大
幅
な
下
落
は

ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
で
の
パ
ウ
エ

ル
議
長
の
発
言
で
あ
ろ
う
。

　

金
利
引
き
締
め
の
早
期
の
緩
和

を
期
待
し
て
上
昇
し
て
き
た
株
式

市
場
に
対
し
株
価
下
落
も
容
認
し

イ
ン
フ
レ
抑
制
策
を
実
施
し

続
け
る
と
い
う
強
い
姿
勢
が

は
っ
き
り
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
れ
で
株
価
下
落
も
イ
ン
フ

レ
抑
制
策
の
一
つ
で
あ
る
と

市
場
は

捉
え
た
。

株
価
上

昇
は
物

価
上
昇

を
促
し
、

イ
ン
フ

レ
抑
制

を
妨
げ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も

「
株
安
政
策
」
を
支
持
す
る
発
言
が

で
て
お
り
、
株
価
も
イ
ン
フ
レ
抑

制
策
の
「
成
果
」
と
し
て
判
断
材

料
に
な
っ
て
い
る
。
「
中
銀
に
さ
か

ら
う
な
」
で
あ
れ
ば
、
株
価
が
リ

バ
ウ
ン
ド
す
る
た
び
に
こ
う
し
た

高
官
の
発
言
が
上
昇
を
妨
げ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
中
銀
が
イ
ン
フ
レ

を
抑
え
ら
れ
る
ま
で
株
価
下
落
も

容
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
当
面
は
「
戻

り
売
り
」
の
パ
タ
ー
ン
は
繰
り
返

さ
れ
る

だ
ろ
う
。

　

日
本

も
円
が

１
４
０

円
台
に

入
り
円

安
が
加

速
し
て

い
る
。

４
～
６

月
期
の

決
算
を

見
れ
ば

大
企
業
は
円
安
効
果
で
増
益
を
キ

ー
プ
し
て
お
り
、
７
～
９
月
期
も

円
安
効
果
は
期
待
で
き
る
。
だ
が
、

そ
れ
は
大
企
業
に
限
っ
て
の
こ
と

で
あ
る
。
中
小
企
業
は
原
料
高
、

ジ
ワ
リ
と
上
昇
し
て
い
る
人
件
費

な
ど
で
苦
し
い
展
開
が
継
続
し
て

い
る
。

　

持
続
化
給
付
金
や
無
利
子
・
無

担
保
の
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
な
ど

で
辛
う
じ
て
倒
産
を
免
れ
て
い
た

が
返
済
猶
予
３
年
が
過
ぎ
る
２
０

２
３
年
３
月
以
降
は
劇
的
に
倒
産

が
増
え
る
と
想
定
さ
れ
る
。
目
に

見
え
て
経
済
が
失
速
し
て
く
る
と

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
な
り
か
ね

な
い
。
そ
う
な
れ
ば
更
な
る
円
安

が
進
み
国
民
の
生
活
は
貧
困
化
す

る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
１
割
し

か
な
い
日
本
は
海
外
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
買
う
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

円
安
が
良
か
っ
た
の
は
過
去
の
話

で
、
今
は
円
安
は
「
日
本
が
弱
体

化
し
て
る
」
か
ら
売
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
１
４
７
円
の
節
目
を
超
え

る
と
、
も
う
チ
ャ
ー
ト
上
の
歯
止

め
は
な
く
な
る
。
そ
れ
ま
で
に
「
こ

れ
以
上
は
円
安
を
容
認
し
な
い
」

と
い
う
姿
勢
を
ま
ず
は
市
場
に
示

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

過
去
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
が
、
株
式
市
場
に
お
い
て
流
動

性
の
高
い
日
本
は
売
ら
れ
る
時
は

欧
米
に
比
べ
て
大
き
く
売
り
込
ま

れ
る
。
負
の
循
環
が
始
ま
っ
た
時

は
「
円
安
、
株
安
、
債
券
安
」
と

な
り
日
本
が
一
番
売
ら
れ
る
。
そ

の
時
も
多
分
コ
メ
ン
ト
は
「
注
視

し
て
い
る
」
だ
け
だ
ろ
う
。
そ
う

い
う
展
開
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈

っ
て
い
る
が
、
仕
掛
け
が
成
功
す

れ
ば
一
気
に
崩
れ
る
素
地
は
で
き

つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
面
、

戻
り
売
り
に
徹
し
た
い
。

　

チ
ャ
ー
ト
的
に
は
２
０
０
日
移

動
平
均
線
（
２
万
７
４
９
４
円
処
）
、

１
３
週
移
動
平
均
線
（
２
万
７
４

７
６
円
処
）
、
２
６
週
移
動
平
均
線

（
２
万
７
２
２
１
円
処
）
が
下
値
抵

抗
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能
し
て
こ
よ

う
。
だ
が
、
割
れ
て
き
た
場
合
は

７
月
１
９
日
に
つ
け
た
窓
埋
め
（
２

万
７
０
４
３
円
５
８
銭
）
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
ろ
う
。
そ
の
下
は
一

目
均
衡
表
の
雲
の
下
限
（
２
万
６

９
５
５
円
）
が
意
識
さ
れ
よ
う
。

３
月
か
ら
の
下
値
上
昇
ト
レ
ン
ド

ラ
イ
ン
は
２
万
６
２
０
０
円
処
に

現
在
位
置
す
る
の
で
そ
こ
が
上
昇

相
場
を
維
持
す
る
下
限
と
な
ろ
う
。

　

一
方
、
上
値
は
５
日
移
動
平
均

線
（
２
万
７
８
９
６
円
処
）
、
２
万

８
０
０
０
円
、
転
換
線
（
２
万
８

１
８
２
円
処
）
、
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

今
週
は
９
月
Ｓ
Ｑ
週
で
あ
る
。

メ
ジ
ャ
ー
Ｓ
Ｑ
だ
け
に
荒
れ
や
す

い
と
思
わ
れ
る
。
仕
掛
け
売
り
に

は
注
意
し
た
い
。
今
週
は
２
万
６

５
０
０
円
か
ら
２
万
８
０
０
０
円

を
想
定
す
る
。　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

物色はインバウンド関連

ＯＰＥＣプラスに注目

　

８
月
２
６
日

の
ジ
ャ
ク
ソ
ン

ホ
ー
ル
会
議
で

の
パ
ウ
エ
ル
Ｆ

Ｒ
Ｂ
議
長
の
講

演
が
想
定
以
上

に
タ
カ
派
的
と

受
け
止
め
ら
れ
、

同
日
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場
が

急
落
し
た
こ
と

を
契
機
に
東
京

市
場
も
調
整
色

を
強
め
る
動
き

に
な
り
、
日
経

平
均
で
は
週
末

に
２
万
７
６
０
０
円

を
割
れ
る
場
面
が
あ

っ
た
。

　

パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ

議
長
の
発
言
に
続
い

て
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
連
銀
の
メ
ス
タ
ー

総
裁
も
講
演
で
「
来

年
の
早
い
時
期
ま
で

に
政
策
金
利
を
４
％

を
超
え
る
水
準
に
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ

る
」
と
発
言
す
る
な

ど
米
国
の
金
融
当
局

者
が
相
次
い
で
タ
カ

派
的
な
発
言
を
し
て
お
り
、

利
上
げ
の
打
ち
止
め
時
期
を

探
る
動
き
か
ら
過
剰
な
利
上

げ
に
よ
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
懸
念
を
高
め
る
動
き
に

な
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
つ
い

て
は
ダ
ウ
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
指
数

と
も
に
５
０
日
線
を
大
き
く
割

り
込
む
動
き
に
な
っ
て
い
る
が
、

５
０
日
線
で
あ
る
２
万
７
５
７

１
円
手
前
で
下
げ
渋
る
動
き
に

な
っ
て
お
り
、
今
週
は
調
整
一

巡
か
ら
一
旦
は
反
発
す
る
動
き

に
な
る
か
注
視
し
た
い
。
イ
ベ

ン
ト
的
に
は
海
外
で
は
５
日
の

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
会
合
に
注
目

し
た
い
。
６
月
中
旬
以
降
、
Ｗ

Ｔ
Ｉ
価
格
が
大
き
く
下
落
し
た

こ
と
を
受
け
て
８
月
下
旬
に
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

相
が
減
産
に
舵
を
切
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
発
言

が
減
産
に
直
結
す
る
可
能
性
は

定
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
減
産

決
定
と
な
れ
ば
米
国
で
の
イ
ン

フ
レ
加
速
要
因
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
だ
け
に
注
意
を
払
い
た

い
。

　

国
内
で
は
７
日
か
ら
１
日
あ

た
り
入
国
者
数
上
限
が
２
万
人

か
ら
５
万
人
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
を
受
け
て
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
が
再
び
注
目
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
。
個
別

で
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド

（
４
６
６
１
）
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
９
０
２
０
）
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本

（
９
０
２
１
）
な
ど
の
電
鉄
各
社
。

ハ
イ
テ
ク
な
ど
輸
出
系
の
調
整

色
が
強
ま
る
な
か
で
、
内
需
で

の
物
色
と
み
て
い
る
。

当面のスケジュール

 

・６日 7月家計調査
　　　 米8月ISM非製造業景況指数
　　　 8月J.P.モルガン・グローバル・コ
　　　 ンポジットPMI
・７日 7月景気動向指数
　　　 中国8月貿易収収支
　　　 米7月貿易収支
・８日 4-6月期GDP改定値
　　　 8月都心オフィス空室率
　　　 8月景気ウォッチャー調査
　　　 ECB定例理事会(ラガルド総裁会見)
・９日 8月マネーストック
　　　 メジャーSQ算出日
　　　 中国8月生産者物価、中国8月消費者
　　　 物価
・12日 8月工作機械受注
　　　 米10年国債入札
・13日 7-9月期法人企業景気予測調査
　　　 8月国内企業物価指数
　　　 独9月ZEW景況感指数
　　　 米8月消費者物価
　　　 第77回国連総会開会(〜27日NY)
・14日 7月機械受注
　　　 米8月生産者物価
・15日 8月貿易統計
　　　 7月第三次産業活動指数
　　　 東京ゲームショー2022 (〜18日幕張
　　　 メッセ)
　　　 米8月小売売上高
　　　 米8月鉱工業生産･設備稼働率
・16日 中国8月工業生産、中国8月小売売上
　　　 高、中国8月都市部固定資産投資
　　　 米9月ミシガン大学消費者マインド
　　　 指数

編 

集 

後 

記

　

気
象
庁
は
今
年
の
梅
雨
明
け

を
確
定
値
で
平
年
並
み
の
７
月

下
旬
に
変
更
し
、
ブ
ー
イ
ン
グ

を
浴
び
て
い
る
。
速
報
で
は
史

上
最
速
の
６
月
下
旬
だ
っ
た
も

の
を
１
カ
月
程
度
あ
と
に
ず
ら

し
た
の
だ
か
ら
、
雨
が
少
な
い

こ
と
を
前
提
に
予
定
を
組
ん
だ

人
な
ど
は
不
都
合
だ
っ
た
だ
ろ

う
。
偏
西
風
の
蛇
行
が
予
測
を

難
し
く
し
た
よ
う
だ
が
、
専
門

家
は
高
層
天
気
図
を
確
認
す
る

と
戻
り
梅
雨
が
あ
り
、
梅
雨
明

け
と
い
っ
て
い
い
状
態
が
２
度

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

東
京
市
場
は
急
ピ
ッ
チ
の
戻

り
か
ら
一
転
し
て
急
落
し
た
。

米
イ
ン
フ
レ
動
向
も
蛇
行
し
て

読
み
辛
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
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